
S&A 2000シリーズ温度テストシステム用
250Bアップグレードキット

• 250B アナライザーと共により速い測定を行うために、高いシステムの処理能力に
• 改良するためです。

• ドライブレベルの依存性(DLD) の測定は、250B ネットワークアナライザーを
• 使用して約3倍の速さになるからです。

• DLD を測定でき、温度関数としてグラフ化が可能になるからです。

利用しやすいWindows システムのソフトウェアを使用できるからです。

• 各垂直タイプのテストホイール内にある水晶振動子は、ホイールを増やす前に
• ホイールの回転数を50% まで下げて測定されるためです。

• 広範なグラフ化やQCの設定、印刷出力機能が含まれるからです。

• Crystal ReportsTM  (オプション)を使用することでカスタムのプリントが
作成できるようになるためです。

• 全てのデータは、リアルタイムでMicrosoft AccessTM
に準拠したデータベース

• で公開されます。

• データは、カスタムデータ解析のためにMicrosoft ExcelTM
へ自動的に

エクスポートされます。
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全ての商標は これら各々の所有者の所有物です。
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典型的なシステムアップグレードキットは、

下記にて構成されます：

• S&A  250B ネットワークアナライザー
• PCI GPIB カード
• パソコン

スペック： CPU 500 MHz Pentium III 以上
* フルサイズのPCI スロット×1
* +3.3V と +5V のパワーが必須
* Windows 98以上

なぜアップグレードするのか？
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アップグレードには何が必要か？
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